
ⅡⅡⅡⅡ    シンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム「「「「国 際 観 光国 際 観 光国 際 観 光国 際 観 光 とととと統 合統 合統 合統 合 リゾートリゾートリゾートリゾート」」」」     

１． 開催内容 

� 開催目的開催目的開催目的開催目的    

 

沖縄県では、カジノを含む統合リゾートを本県に導入する場合の課題、対応策などを検討しており、統合リゾ

ートについてイメージを構築しやすいように「沖縄統合リゾートモデル」、導入した場合の経済効果の試算及びカ

ジノ導入に伴う懸念事項に対する沖縄県の基本的な考え方等について整理してまいりました。 

 今回のシンポジウムでは、沖縄観光の現状と課題や国際観光の重要性、統合リゾートの観光産業における国際 

競争力の有効性等について考え、将来の沖縄観光における統合リゾートの意義や役割等について議論を深めるた

め、シンポジウムを開催します。 

 

� 開催概要開催概要開催概要開催概要    

 

（１）日時：平成２４年２月８日（水）１４:００～１７:００ 

 

（２）会場：沖縄コンベンションセンター 会議棟 Ａ1 

 

（３）参加定員・対象：250名程度（参加資格：無/先着申込・定員になり次第事前受付終了） 

 

（４）参加費：無料 

 

（５）開催プログラム概要 

 

開場／受付····················································13:30～ 

 

開会挨拶······················································14:00～14:05（５分） 

 司会・進行（講師紹介等）：沖縄県文化観光スポーツ部 観光政策課班長 嘉数 裕幸  

 開会挨拶：沖縄県文化観光スポーツ部長 平田 大一 

 

① 事例報告 「世界水準の観光地整備について～国際的観光地に飛躍させるヒント～」 

株式会社 博報堂 カジノ・エンタテインメントプロジェクト 代表 栗田 朗 

··························································14：05～15：05（60分） 

 

～休憩15:05～15:25（20分）～ 

 

② パネルディスカッション···································15:25～16:35（70分） 

パネラーパネラーパネラーパネラー：：：：    

・栗田 朗    ㈱博報堂カジノ・エンタテインメントプロジェクト代表 

 ・梅村 哲夫   琉球大学 大学院 観光科学研究科長  

 ・遠山 光一郎  ㈶沖縄県産業振興公社 シンガポール委託駐在員 

・平田 大一   沖縄県文化観光スポーツ部長 

ファシリテータファシリテータファシリテータファシリテータ：：：：    

・小濱 哲        横浜商科大学 商学部 貿易・観光学科 教授  

テーマテーマテーマテーマ    

・「国際観光とカジノを含む統合リゾート導入について」 

③ 質疑応答··················································16:35～16:55（20分） 



 

閉会··························································16:55～17:00（５分） 

 

■■■■ファシリテータファシリテータファシリテータファシリテータ    

○ 小濱 哲 

略 歴 

1957年、長野県生まれ。1985年、筑波大学大学院環境科学研究科修了。その後ハワイ大学観光産業学部客員

教授、琉球大学法文学部助教授を経て、名桜大学国際学部長を歴任。現在、横浜商科大学貿易・観光学科教授。

国際的な活動は、国際島嶼会議沖縄県代表、沖縄ブルネイ友好協会理事（現在）を歴任。国内では、内閣総理

大臣より沖縄振興開発計画策定委員に任命されている他、国や県、市町村の各種委員会で委員長などを務め、

地域振興に深くかかわっている。専門はリゾート開発、政策科学で、日本観光研究学会（理事）を中心に研究

活動を行っている。 

    

■■■■パネラーパネラーパネラーパネラー    

 ○ 梅村 哲夫 

 略 歴 

  1964年、京都市生まれ。青年海外協力隊員（フィジー諸島共和国）を経て、2000年、名古屋大学大学院国際

開発研究科博士課程後期修了。1994年、国連南アフリカ共和国選挙監視員、1994年から96年、世界銀行国際

経済局にて経済予測業務に従事、エコノミスト。2001年、琉球大学着任。国立大学初の観光系学科である観光

科学科創設メンバー。現在、大学院観光科学研究科長、観光産業科学部副学部長及び国際沖縄研究所太平洋島

嶼研究部門併任教授。2006年からJICA持続可能観光開発研修アカデミックアドバイザー兼講師。2011年、UNWTO 

Regional Seminar基調講演。沖縄県及び県内市町村の観光関連各種委員を歴任。 

 

 ○ 遠山 光一郎 

 略 歴 

  1969年、沖縄県生まれ。 

シンガポール国立大学 大学院修士課程卒業。 

東京航空貨物ベトナム事務所長、三井物産シンガポール支店、みずほコーポレート銀行シンガポール支店勤務

後独立。現在、シンガポール法人、琉球クリエーティブワークス、代表取締役。コンサル業で企業への助言や

役員として経営に携わりながら、小売店を数店舗経営。 

財団法人沖縄県産業振興公社ベトナム委託駐在員、民間大使を経て、現在は財団法人沖縄県産業振興公社シン

ガポール委託駐在員、ウチナー民間大使を務める。著者に「Young Vietnam」 

 

 ○ 平田 大一 

 略 歴 

  1968年、沖縄県小浜島生まれ。大学生の頃から「南島詩人」を語り、個性的な詩の朗読会を開催。詩、笛、太

鼓、三線、舞を駆使して1000校を超える学校公演を実現。2000年にうるま市（旧勝連町）「肝高の阿麻和利」

を演出、以来、地域の伝承や偉人に光をあてた「現代版組踊シリーズ」を県内外10ヵ所で展開。2001年「きむ

たかホール」初代館長、2005年「那覇市芸術監督」を歴任。その間に、一般社団法人タオファクトリーを立ち

上げ「教育で地域を、文化で産業をおこす」社会起業家として幅広い層から多くの支持を集める。2011年4月

より沖縄県仲井真知事2期目の目玉人事として、新設された「文化観光スポーツ部」の初代部長に抜擢。行動

する詩人、43歳の若きリーダーとして絶大な人気を誇る。 

  

    

    

    

    

    



２． 配布資料一式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


